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今回は、ノートの活用についてお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めあて  

 ※その上に日付や  

単元名を書く場合も。 

   

「一人調べ」や「自分の  

考え」を書く。  

 

   
☆一言感想（思った

こと，驚いたこと，

疑問など）を書い

たり，簡単にイラ

ストや図などを 

かいたりすると，自

分のオリジナルの

ノートになります。 

(資料の丸写しでは 

なく，自分の思いや 

考えが入りやすい) 

「今日は，情報を集める場面  

なので箇条書きで」，「今日は， 

判断の考えをつくるので，理由

まで書く」など場面によって  

使い分けるといいと思います。 

   

みんなで話し合ったこと  

板書を全て写す必要は

ありません。写すのに

必死になるより，友達

と話を聴き合うこ

とを大切にしたい

ですね。  

   

例えば，  

・自分になかった 

意見や「なるほど」 

「どうして？」と 

思った意見などは 

書こう。  

・先生が板書した 

大事なキーワード 

は書こう。 

などを伝えてもいいかも  

しれません。  

・先生が板書したまとめを

写すのではなく，子ど

も一人一人のまと

めが良いそうです。（黒

板の言葉を使って

自分でまとめよう   

など） 

・毎時間，必ずまとめが  

 いるわけではありませ

ん。  

 

振り返り  書き出しの例を示すと書きやすい。  

・基本の書き出し例をノートに貼っておく，テレビに映す，口頭で例を伝える，  

時には必ず使うキーワードを指定するなど色々なやり方があります。  

・学習内容（中身）の振り返りと，学習方法（学び方・調べ方など）の振り返りがあり  

ます。「今日は調べ方について振り返ってみよう」のように，指定しても良いですね。 

基本，見開き１ページにしておくと，  

見返したときに分かりやすいですね。  

助任小 社会科だより 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノートのかき方を  
伝える掲示物  

ノートに資料プリントやワークシートを  
貼っていくのもいいですね。 
 

振り返りの書き出しの例  ６年 

振り返りの書き出しの例  ３年 

「発表の仕方」  
「聴き方」を  
毎時間，自己評価  
すると，意識が  
できるようになる
かもしれません。 


